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成果の概要／福井 一真 
 

1. 概要 
私は 6/12 から 6/14 にかけてノルウェー科学技術大学にて開催された第 11 回北欧建築物理

シンポジウム（The 11th Nordic Symposium on Building Physics）に参加し、「シラン系撥水

剤で処理された建築材料内の水分移動性状（Moisture Behavior inside Building Materials 
Treated with Silane Water Repellent）」という題目で口頭発表を行った。なお、渡航期間は

6/10 から 6/16 であり、6/11 には現地の建築物の劣化状況の調査を行った。 
 
2. 得られた成果 
2-1. 第 11 回北欧建築物理シンポジウム 
 北欧建築物理シンポジウムは建造物や建設工事におけるエネルギーや温熱性能に関する最

新の研究報告を目的とした国際シンポジウムである。本シンポジウムでは建築外皮システム、

水分輸送と安全性、気密性と気流、エネルギー効率と改修、ゼロエミッションビルディング、

気候変動とそれに対する建造物の適応性、湿気とカビおよび室内気候、建築材料の物性という

建築物理に関する 8 つの議題について幅広い発表が行われた。私は水分輸送と安全性の分類で

6/13 に発表を行った。 
私の発表内容は建築材料への水分供給を断ち、建造物の劣化を抑制する手段として用いられ

る表面含浸材についてのものである。表面含浸材の内、シラン系撥水剤は材料表面から数 mm
から数 cm の範囲に撥水層を形成し、水分浸透を妨げるという特徴を持ち、ケイ酸塩系表面含

浸材と並び一般的に用いられている。しかし、地下水の吸い上げ、処理が不十分な個所からの

水分浸入など水が処理面以外から供給される個所では、処理により形成される撥水層とその内

部との水分物性の違いにより劣化が引き起こされたり、促進されたりする例が報告されている

1)ため、処理を行った材料内の水分の挙動を理解することで処理のリスクを予測し、適切な施

工方法を提案する必要がある。そこで、私たちの研究ではシラン系撥水剤で処理した建築材料

内の水分浸透中の含水率分布の変化を明らかにするための吸水実験と、前述のような問題の予

測のための解析モデルの提案を行っており、シンポジウムではこれらの内容について発表を行

った。発表後にはシラン系撥水剤の物性や測定方法に関する質問を得た。さらに、実験方法に

関する提案を得ることができたため、今後自身の研究に反映させたいと考えている。 
 また、本シンポジウムでは日本では少ない、シラン系撥水剤を含む建築材料の表面保護に関

する建築環境工学分野の研究に触れることができた。例として Jianhua Zhao 氏らは、シラン

系撥水剤の処理を行う表面の汚染度に着目して処理後に発現する撥水性の検討を行っており、

表面が汚染されている場合、汚染されていない表面に処理が行われた場合と比べて撥水剤の含

浸深さが小さくなるうえに、吸水率が著しく大きくなることを示した。これは、処理手順によ

って撥水剤の性能が大きく左右されることを示しており、実務上非常に重要な知見であると考

えられる。 
さらに、本シンポジウムでは建築環境工学分野の幅広い発表が行われたため、シンポジウム

への参加を通じて同分野の多くの知見を得ることができた。例えば、Jan Kočí 氏らは、建築
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材料の水分拡散係数を含水率と温度の 2 変数を用いた滑らかな関数として扱うことを提案し、

自身らが提案する水分拡散係数の式を用いたシミュレーションが吸水実験の結果と一致する

ことを示した。私は今後、建築材料の凍結融解による劣化を対象とした研究を行うことを予定

しているが、凍結が起こる低温条件下での建築材料内の熱と水分の移動を検討するにあたって

Kočí 氏らの研究は参考となりうる。 
 

2-2. 現地の建築物の劣化調査 
6/11 に京都大学の伊庭千恵美助教と足利工業大学の齋藤宏昭教授と共に現地の建築物の劣

化調査を行った。トロンハイムは木材資源が豊富であることから木造建築が多く、外壁は縦張

りにした木材に塗装を行ったものが一般的であった。カラフルに塗装された建築物からなる街

並みは美しく、多くの観光客が訪れていたが、多くの建物で塗装のふくれや割れが観察された。

建築物の外壁に用いられる表面被覆工法は建築材料の紫外線や降雨による劣化を抑制するこ

とが期待されるが、このような塗膜自体の劣化を生じることがあり 2)、使用には注意が必要で

ある。日本では木材に対して塗膜系の処理を行うことが比較的少ないため、今回の調査結果は

非常に興味深かった。日本と比較して降水量が少ないトロンハイムのような地域において、こ

のような塗膜の劣化が建築物に及ぼす被害の程度や、メンテナンスの方法や周期について今後

文献を通して調査を行いたい。 
 
3. 総括 

第 11 回北欧建築物理シンポジウムへの参加は私にとって初めての国際研究集会への参加で

あり、自身の研究を海外の研究者に説明する貴重な経験となった。また、発表内容について意

見交流を行うとともに、幅広い分野の最先端の研究に触れることができた。さらに、現地建築

物の劣化調査では、私の研究対象である建築材料の表面保護に用いられる表面被覆材の劣化性

状について、興味深い観察結果を得ることができた。 
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